
【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

三重県 

 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

志摩市立神明小学校 

取 組 の 名 称 地元の食材を使って志摩市の特産品づくり 

～そだてた はやといもで「きんこ」をつくろう～（２年生 生活科） 

実 施 時 期 １１月１０日（木）～１２月上旬 

取 組 内 容  「きんこ」は、サツマイモの一種である隼人芋（はやといも）を煮て干した志

摩市の特産品です。栄養価が高く、保存がきくため、昔から志摩の海女さんのお

やつとして食べられてきました。 

 「きんこ」を食べたことがある児童は年々少

なくなってきており、「きんこ」や「隼人芋」

について学習した後、６月中旬、学級園に隼人

芋の苗を植えました。 

 

１１月１０日（木）・１１日（金）に、育て

た隼人芋を収穫しました。そして、１１月２５

日（金）に地域の「きんこいも名人」に来ていただき、一緒に「きんこ」を作り

ました。子どもたちは、サツマイモとは違う

色をした隼人芋が、煮ていくうちに綺麗なオ

レンジ色になっていく様子に驚きながら、切

った芋を網に並べていきました。１０日ほど

天日干しをして完成した「きんこ」を、子ど

もたちは喜んで家庭へ持って帰りました。 

 

 


